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書評

　細胞病理診断の素晴らしい啓発

書が刊行された。

　細胞診は，細胞所見を検鏡して

病変全体を診断する，つまり海上

に飛び出している一部の所見をも

とに氷山の全体を見極めるに等し

い診断法である。したがって，細

胞診断にあたっては，目では個々

の細胞の微細な変異を読み取りな

がら，これとは逆に頭の中では広

角カメラのように病変全体の組織

像を思考する姿勢が求められる。

そのため，細胞診断の専門家であ

るためには，細胞の微細な変異を

読み取る能力ばかりでなく，病理

組織像を理解しておくことが不可

欠である。

　本書は，ともすれば細胞像の提

示だけになりやすかったこれまで

の細胞診の教本を脱却して，細胞

像とこれらの由来した組織像をあ

わせて提示する，斬新なアイディ

アを基にして企画された，優れた

啓発書である。両者の写真が美し

く科学的であるばかりでなく，何

処に着目すべきかを示す綺麗なイ

ラストも付けられている。しかも，

細胞所見と組織所見の説明に加え

て，定義，頻度や臨床所見，果て

は一層勉強したい読者用に文献ま

で提示されている。さらに驚いた

ことに，1 ページで完結する記載

で，1 ページを理解すれば 1 疾患

がわかる構成となっている。心憎

いばかりに行き届いた気配りであ

る。

　日本臨床細胞学会では，細胞診

断の専門家（細胞診専門医と細胞

検査士）を認定しているが，近年，

細胞診専門医研修ガイドラインを

策定した。社会から細胞診断を任

される専門家がどのような専門的

知識を心得ておくべきかを示す指

針である。本書の編集者は，この

ガイドライン策定委員会の中心的

メンバーであった。本書に取り上

げられた 150 例の癌・非癌病変

は，ガイドラインに掲載されてい

る，知っておくべき「必須」項目

を細胞像と組織像で具現したもの

であるともいえる。また，本書の

総論に記載された内容には，検鏡

の前に心得ておくべき細胞に関す

る基礎知識が網羅されている。さ

らに，ガイドラインを超えて，各

所に“Topics”として最新の知識が

ちりばめられているのには，正直，

頭が下がる思いである。

　本書は，細胞診専門医をめざす

医師にとって必見の教科書である

ばかりでなく，細胞診専門医・細

胞検査士や細胞診にかかわる臨床

医のレベルアップのための，座右

の書としてお薦めしたい。
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